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「第28回 新美南吉童話賞」作品募集

【問合わせ】 新美南吉記念館　２６-４８８８
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様式部門

小学生高学年の部（４年生以上）

中学生の部

一般の部（高校生以上）

小学生低学年の部

新美南吉
オマージュ部門

５枚以内

３枚以内

５枚以内

枚数

７枚以内

400字詰
原稿用紙

小学生～一般 ７枚以内

自由創作部門

応募方法・審査

自由創作部門

新美南吉オマージュ部門

テーマは自由です。
上記応募規定をよく確認のうえ、ご応募ください。

みんなの応募
待ってるね!

【応募期間】　６月１日（水）～ ９月１５日（木）
（当日の消印有効。海外から発送したものは当日必着）

【　 賞 　】　●最優秀賞（１編）賞金５０万円 
※両部門を対象に選考します。オマージュ部門より最
優秀賞を受賞した場合、ダブル受賞となりますが、
賞金の重複はありません。（最大賞金額５０万円）

●自由創作部門（優秀賞）
　・一般の部（２編）賞金５万円
　・その他の部（各１編）賞品３万円
●新美南吉オマージュ部門
大賞（１編）１０万円、優秀賞（１編）５万円、
特別賞（１編）３万円

【発　　表】　１１月下旬予定（入選者のみに連絡）
※ホームページでは、受賞者と併せて一次審査通過者
も氏名（または筆名）と都道府県名を発表します。

【応 募 先】　新美南吉記念館　新美南吉童話賞係
〒４７５-０９６６ 半田市岩滑西町１-１０-１

【審 査 員】　浜たかや（児童文学者）、酒井晶代（児童文学研
究者）、富安陽子（童話作家）、藤田のぼる（児童
文学評論家）、知多管内小中学校教諭ほか

オマージュとは「尊敬・敬意・賞賛」という意味の
フランス語です。この部門は、新美南吉の作品に通
じるテーマで、敬意をもって新たな童話を創作する
というものです。
今回の課題は「ごんぎつね」「手袋を買いに」「木
の祭」。これらのうち、１作品を選び、単なる物語の
続きやパロディではなく作品から感じたことをテー
マに、新しい童話を創作してください。
※課題作品の作中人物を登場させ
る必要はありません。時代、舞台、
動物と人間という関係や登場人
物同士の関係など、原作にとらわ
れず自由に設定してください。
　課題作品はホームページでも読
むことができます。


